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I Qa－10 生活雑貨における食器の選び方とその利用方法

一女子高校生・女子短大生の場合一
神戸女大瀬戸短大　　　○岸本祥子　内海理恵

食　　物

　目的　食生活にはインテリアやその場の雰囲気などの食以外の要因･も、よりおいしく。

　一楽しく食べるためには不可欠である。80年代初めに起こった雑貨ブームが定着し、身近に

ある生活雑貨に対してこだわりをもつ人が増加し、自分自身が使いやすいもの、使ってい

て気持ちのいいものを選んでいる。また、食器においては料理を盛るだけでなく、花を生

けるなどのインテリア雑貨としての使用もされている。そこで本研究では、生活の中にお

ける食器の役割を考えるにあたり、流行に最も敏感である若い女性の雑貨屋での食器購入

におけるポイントおよびインテリア雑貨としての利用状況の調査を行った。
方法　対象は岡山県・広島県在住の15～20歳の女子高生・女子短大生203名。アンケー
一
卜に実際に食器を見て回答させ（グラス、小鉢、サラダプレートの３項目中に項目ごとに

４種の異なる器を置く）、各項目および食器の特徴について考えた（有効回収率90. %）。

　結果①食器３項目間に、食器としての選択要因の有意差がみられ(P<0.01)、グラス

　ーは使いやすさやデザイン全体、小鉢はいろんな料理に合tヽ幅広く使えること、サラダプレ

ートはかわいくおしゃれな感じでどんな料理にも合うことがあげられた。②食器としての

選択とインテリア雑貨としての選択には有意差がみられた（P《0.01）。③インテリア雑貨

として美箆に３割が使用し、９割は使用に賛成で、アイデアとしてはグラスを一輪挿しや

ポプリ入れやペンスタンドにする、小鉢では植物の鉢の受け皿やアクセサリー入れにする、

サラダプレートはそのまま飾る、無地ならペイントするなどの工夫があげられた。
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調理済み・半調理済み食品の利用状況とイメージ

　ー使用頻度およびイメージの相互関連－

○高橋洋子（新潟大）、勝田啓子（奈良女大）

　目的：　食生活の変化を探る指標の１つとして、調理済み・半調理済み食品をとりあげ、

それらの利用状況とイメージを尋ねるアンケート調査を行い、居住地域や主婦世代による

相違などを検討してきた。本発表では、｢インスタント食品を多く使用している人は、レト

ルト食品も多く使用しているのか｣｢冷凍食品において、使用頻度と関連の強いイメージは

何か｣というような、使用頻度およびイメージの相互関連について検討することとした。

　方法：　市販のそう菜、持ち帰り食品、冷凍食品、インスタント食品、レトルト食品の

5食品ついて、代表的な品目を数種ずつ示し、品目毎の使用頻度を尋ね、＜使用なし→O点、

年数回→0.2点、月1～2回→1点、週1～2回→4点、週3～4回→8点＞として点数化した。

イメージは、食品毎に、便利度・味・値段・品質衛生・汎用性・好感度の6項目について、

－3点から＋3点までの7段階で採点してもらった。調査は郵送法で、時期は平成5年7月、調

査地は新潟と東京、対象は大学生をもつ母親(新潟・東京)と幼稚園児をもつ母親(新潟〉の

3群で、回答者数は3群合計で501名であった。

　結果：　食品毎の使用頻度とイメージの点数から、各組み合わせの相関係数を算出し､検

定統計量を用いて検定した結果、3群とも5食品に共通して次のような傾向が認められた。
(1〉1つの食品を多く使用していた人は、他の4食品も多く使用していfz(2)lつの食品に高い

イメージ点数をつけた人は、他の4食品にも高い点数をつけていたく3)使用頻度と最も関連

の強かったイメージ項目は、好感度であった(4)イメージ項目同士では、好感度と味・品質

衛生・汎用性の関連が強く見られ、値段については他の項目との関連が比較的低かった。
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